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2パリ協定第6条クレジットを獲得するためには

⚫パートナー国に必ず削減を残す

✓排出削減分を全部クレジットにしない

and/or

✓クレジットの配分で100％を要求しない

⚫実際の排出削減が、パリ協定報告に反映され
ること
✓インベントリ（本日対象外）



3パリ協定第6条によるさらなる削減

Souse: UNFCCC (FCCC/PA/CMA/2024/10）

Souse: IGES

パリ協定第6条は、NDC達成に貢献するのみならず、

世界全体の排出削減に貢献することが期待されている。

JCMでその鍵となるのがリファレンス排出量



4リファレンス排出量とは
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5リファレンス排出量とは

JCMプロジェクト活動開始
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6リファレンス排出量とは

JCMプロジェクト活動開始

2030
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ト JCMクレジットを発行して

日本が獲得
(便宜的に日本が100％取得とする)

パートナー国は、この分を削減と
してカウントできない

(二重計上防止)
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7リファレンス排出量とは

JCMプロジェクト活動開始

2030
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➢ パートナー国の実際の排
出量は160

➢ しかし20の削減は日本で
カウント（報告排出量を
実排出量より下げる）さ
れる

➢ パートナー国はNDCの達
成評価に際して、実排出
量に20を上乗せして報告
する必要がある（パリ協
定６条に沿った二重計上
防止のための相当調整）

➢ つまりパートナー国は、
実排出量が160であって
も、180排出したという
報告をする必要がある
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相当調整



8リファレンス排出量とは

JCMプロジェクト活動開始
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BaU排出量よりも十分に低いリ
ファレンス排出量を設定すること
で、JCMプロジェクトは、パー
トナー国にとって相当調整をして
も、なお自国の排出削減につなが
る、つまりNDCの達成に貢献す
ることになる。
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9BaU、プロジェクト排出量、リファレンス排出量

JCMプロジェクト活動開始
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•JCMプロジェクトがなかった場合
を仮想した排出量
•CDMを含め方法論が構築されてお
り、多くの前例がある

科学的かつ客観的(と整理できる)

•測定によって求める排出量

科学的かつ客観的

•パートナー国がクレジット移転分
について相当調整を適用しても、
なおNDC達成に貢献するように設
定する比較対象としての排出量

政策的、意図的



10BaU、プロジェクト排出量、リファレンス排出量

JCMプロジェクト活動開始
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*NDCという経済全体の排出量
や数値目標と、プロジェクト
ベースの排出量やリファレンス
設定は異なるという点はある。

しかし、個別の活動の排出量の
合計が国全体の排出量となるこ
とから、両者には一定の関係性
があると言える。

パートナー国の
NDC目標



11クレジット配分とその影響

JCMプロジェクト活動開始
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16

4
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180
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パートナー国 20%

日本 80%
相当調整

176

パートナー国’の実排出量は160だ
が、NDC達成評価に際しては、
日本に移転した16を上乗せして、
176の排出として報告する必要が
ある



12リファレンス排出量とクレジット配分

JCMプロジェクト活動開始
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15パートナー国 50%

日本 50%

175

• 高いリファレンス排出量
• クレジットを均等配分
• パートナー国の報告排出
量は175

相当調整



13リファレンス排出量とクレジット配分

JCMプロジェクト活動開始
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160

170
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9

1パートナー国 10%

日本 90%
169

• 低いリファレンス排出量
• 日本に多くのクレジット
を配分

• パートナー国の報告排出
量は169

相当調整

BaU排出量と比較する過去のCDM

や他制度と異なり、JCMではBaU

より低く設定するリファレンス排
出量からの削減をクレジットとす
る。
パートナー国に削減を残すうえで
重要なのは、クレジット配分より
も、むしろリファレンス排出量の
設定水準（あるいはその両方）。



14BaU排出量からの削減に対してクレジットを発行
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160160
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クレジット移転国 A クレジット獲得国 B
G

H
G
排
出
量

クレジッ
ト移転

20302021 20302021

B国の排出削減目標

◼A国の実排出量（2030年） : 160

◼A国の報告排出量（2030年） : 200 (40の相当調整適用後)

B国の実排出量（2030年） : 200

B国の報告排出量（2030年） : 160 (実排出量から40を相殺後)

◼６条がない場合の、2030年におけるA国とB国の実排出量の合計 : 360 (200+160)

◼６条がある場合の、2030年におけるA国とB国の実排出量の合計 : 360 (160+200)

B国は、実排出量が
目標を40上回ってい
ても、クレジットに
よって目標達成する

4040

パリ協定６条の実施が、A国のNDC達成、世界全体の排出削減のどちらにも貢献しない

クレジット  : 400

10年分相当調整 : 40



15既存の活動 (BaU)に対してクレジットを発行

200

160160

180

クレジット移転国 A クレジット獲得国 B
G

H
G
排
出
量

クレジッ
ト移転

20302021 20302021

B国の排出削減目標

◼A国の実排出量（2030年） : 200

◼A国の報告排出量（2030年） : 220 (20の相当調整適用後)

B国の実排出量（2030年） : 180

B国の報告排出量（2030年） : 160 (実排出量から20を相殺後)

◼６条がない場合の、2030年におけるA国とB国の実排出量の合計 : 360 (200+160)

◼６条がある場合の、2030年におけるA国とB国の実排出量の合計 : 380 (200+180)

B国は、実排出量が
目標を20上回ってい
ても、クレジットに
よって目標達成する

20

20

パリ協定６条の実施が、A国のNDC達成を難しくし、世界全体の排出量を増大させる



16BaU排出量より低いリファレンス排出量からの削減にクレジットを発行

200

160

クレジット移転国 A
G

H
G
排
出
量

クレジッ
ト移転

20302021

◼A国の実排出量（2030年） : 160

◼A国の報告排出量（2030年） : 180 (20の相当調整適用後)

B国の実排出量（2030年） : 180

B国の報告排出量（2030年） : 160 (実排出量から20を相殺後)

◼６条がない場合の、2030年におけるA国とB国の実排出量の合計 : 360 (200+160)

◼６条がある場合の、2030年におけるA国とB国の実排出量の合計 : 340 (160+180)

パリ協定６条の実施が、A国のNDC達成、世界全体の排出削減に貢献する

180

クレジット獲得国 B

20302021

B国の排出削減目標

B国は、実排出量が
目標を20上回ってい
ても、クレジットに
よって目標達成する

20
20



17パリ協定第6条クレジットを獲得するためには

⚫パートナー国に必ず削減を残す

✓排出削減分を全部クレジットにしない

BaUより低いリファレンス排出量の設定

and/or

✓クレジットの配分で100％を要求しない

リファレンス排出量だけで説明が難しい場合の補完
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